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1 はじめに

スマートフォンやタブレット端末の普及に伴い，電

子化された文書が増加し，このような文書を扱う機会

も増加傾向にある．このような電子化された文書の中

で最も利用されているものがウェブサイト上のニュー

ス記事である．例えば，多くの人が利用する SNSに

おいても，ウェブサイト上のニュース記事の URLを

付加することで情報の共有を行っている．このように，

電子化された文書は扱いが容易であるが，ゆえに増大

しやすい．膨大となった文書の中から求めている情報

のある文書を見つけることは大変困難である．この問

題に対する解決策として，電子化された文書を要約し，

情報をまとめるという手法が多く取られている．この

手法は効果的であるが，どの文書からどの文書までを

要約することが最も効率的となるかの判断を行う必要

があり，要約する文書を選別する基準が求められる．

そこで本研究では，ウェブサイト上のニュース記事

を内容，話題に沿って分類する手法を提案する．ニュー

スサイトの記事に対して特徴語群を生成し，この特徴

語群を用いて記事の類似度を算出する．算出された類

似度を用いてネットワークを生成し，類似した内容か

どうかの関係性を可視化する． これにより，情報を

集約することができる．また，時系列データを用いた

可視化を行うことで，あるニュース記事に関する時系

列の推移を把握しやすくできる．

2 関連研究

ニュース記事を分類・要約し，情報推薦を目的とした

研究は多く行われている．テキストマイニングによっ

て類似している複数のニュース記事から重要な情報が

書かれている部分を判断し，それらのニュース記事を

要約するという研究 [1][2]では，多くの記事から重要

な情報だけを抽出し，要約することができている．し

かしながら， 要約された情報の中に必ずしもユーザ

の求める情報が含まれているとは限らない．

また，文書の話題を決定するトピックモデルの一つで

ある LDAに基づいた Relational Topic Model(RTM)

を開発し，これを用いて Document Networksを構成

し，情報推薦を行う研究 [3]も存在する．この手法で

は文書間の関係性を可視化し，文書中の出現単語の推

測を行うことができたが，LDAの特性を引き継いで

いるため，文書の単語数が少ない場合などにうまく分

類することができない．

さらに，ニュース記事を Name-Entity-Extraction

（固有表現抽出）とTF-IDF法を使ったBag-of-Words

によるカテゴライズによってニュース記事を分類し，

可視化する研究 [4]では，固有表現によってニュース

記事を分類することができている．しかしながら，同

一カテゴリ内における文書の内容についての類似性が

少ないという欠点がある．

本研究ではこれらの研究とは異なり，テキストマイ

ニングとネットワークを利用して可視化を行う．

3 提案手法

記事の本文から特徴語を抽出する手法として自然言

語処理の TF-IDF 法と N-gram 法の組み合わせを用

いる．ニュース記事に対し，形態素解析機MeCab[5]

を使用することで，文章を単語に分け，品詞ごとに分

類する．本手法では「名詞」，「動詞」，「形容詞」の

三つを扱う．これらの単語から特徴語を生成するため

TF-IDF法を使用する．

TF-IDF法は，文章中における単語の重み付けの一

種であり，以下の式 (1)から (3)で定義される．

tfidf = tf ∗ idf (1)

tf i,j =
ni,j∑
k ni,k

(2)
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表 1: 重複表現の計算例
n-gram数 単語 tf 値の倍率

1-gram 安倍 晋三 首相 0.95

2-gram 安倍晋三 晋三首相 0.95

3-gram 安倍晋三首相 1.00

idf j = log
|D|

{dj |ni,j > 0}
(3)

ここで n(i,j) は単語 wj の文章 di での出現頻度，|D|
は文章の総数である．本研究ではニュース記事を対象

としており，一般語であっても重要な情報として考え

られる．idf 値は一般語のような多くの文書で出現す

る語の数値を下げる役割をしている．

そこで，本研究では tf 値のみを採用する．しかしな

がら，tf 値のみでは未知語に対応できないため，特徴

語の生成に不十分である．そこで本研究では N-gram

法を組み合わせる．

N-gram法は，文章を単語単位ではなく文字単位で

分解し，隣り合う n 個を一つの要素として扱う手法

である．本研究では，単語の隣り合わせを用いた単語

N-gram法を用いる．この手法によって，Twitterな

どのインターネットサービスで頻出する未知語に対応

することができる．

本研究ではニュース記事の本文を形態素解析し，単

語N-gram法によってワードリストを生成する．ここ

で単語N-gram法は 1から 5-gram（5単語連続）まで

を使用する．生成されたワードリストから tf 値を計算

する．このとき単語N-gram法によって重複する表現

があるため，重複表現がある場合は tf 値を下げてい

る（表 1）．この tf 値の上位 30語を特徴語として保持

し，これによって他の記事に対する類似度を Jaccard

係数によって算出する．

Jaccard係数は，ある二つの集合の共起の度合いを

表すものであり，以下の式 (4)によって定義される．

sim(Ci, Cj) =
|ci ∩ cj |
|ci ∪ cj |

(4)

ここで，Cnは n個目の記事であり，cnは n個目の記

事の特徴語群である．

本研究では，この係数によって決められたニュース

記事間の類似度を用いて，情報の推薦を行うことがで

きる．

4 比較実験

複数のニュースサイトで掲載された記事に対し，特

徴語を生成する．また，その特徴語によって他の記事

との類似度を算出する．この類似度を用いて，ネット

ワークを生成する． 提案手法を用いて生成したネッ

トワークと既存の手法（TF-IDF法）を用いて生成し

たネットワークを比較および検討する．

4.1 実験内容

本研究で扱うニュースサイトの記事はYahoo!ニュー

ス [6]，読売新聞 [7]，朝日新聞 [8]，日経新聞 [9]，産経

新聞 [10]のサイトにおいてトップ記事として掲載され

たものを使用する．新しい記事に対して解析を行い，

提案手法によって特徴語を生成する．この特徴語から

Jaccard 係数を用いて類似度を算出し，「Cytoscape」

[11]によって記事をノード，類似している記事をリン

クで接続したネットワークを生成，可視化を行う．こ

のとき，ノードには属性として取得日時を付与する．

本実験では 2015年 5月 15日から 2015年 5月 22日ま

での期間で収集した計 1454件のニュース記事を扱う．

提案手法を用いて作成したネットワークとTF-IDF法

のみを用いて作成したネットワークを比較し，提案手

法の有効性を検証する．

4.2 実験結果・考察

図 1にノード数 615，リンク数 1198の提案手法によ

るネットワークの全体図を示す．また，図 2にノード

数 395，リンク数 339の TF-IDF法によるネットワー

ク全体図を示す．またこれらの図では，取得日ごとに

ノードの色，形を変更している．それぞれにおける主

要な話題とそのサブネットワークについての関係を表

2に示す．図 1，2より，どちらの手法でもそれぞれの

話題ごとにサブネットワークが生成されることがわか

る．また，図 1の提案手法の方が，図 2のTF-IDF法

より大きいサブネットワークが生成されていることが

わかる．また，図 2のサブネットワークの多くが同じ

日，もしくは近傍の日のニュース記事によって構成さ

れている．これに対し，図 1では同じサブネットワー

ク内であっても様々な日にちのニュース記事で構成さ

れているものが多い．さらに，図 2において，ノード

数が少ないサブネットワークの数は図 1のサブネット

ワークに比べて多くなっている．以上より，提案手法

で構成されたネットワークの方がより多くのニュース

記事を分類できていることがわかる．
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図 1: 提案手法によるネットワーク全体図 (ノード数

615，リンク数 1198)

次に，それぞれの図 1，2において，一つのサブネッ

トワークについて比較した結果を示す．図 3に図 1中

の「大阪都構想」についてのサブネットワークを示す．

図 3のノード数は 57，リンク数は 260である．また

同様に，図 4に図 2中の「大阪都構想」についてのサ

ブネットワークを示す．図 4のノード数は 20，リン

ク数は 25である.これらについて比較すると，図 3で

は 1つのサブネットワークであることに対し，図 4で

は複数のサブネットワークに分散していることがわか

る．また，全体のネットワークと同様に，図 4では同じ

日，もしくはその近傍の日のニュース記事ごとでネッ

トワークが構成されていることがわかる．図 3におい

て左側の話題は「大阪都構想の是非を問う住民投票」

についてであり，右側の話題は「橋下徹大阪市長の政

界引退」についてである．これらはどちらも「大阪都

構想」に関連している話題であり同一サブネットワー

ク内に集約していることがわかる．一方で，図 4では

図 2: TF-IDF法によるネットワーク全体図 (ノード

数 395，リンク数 339)

表 2: 話題とサブネットワークの関係

話題
提案手法 TF-IDF法

ノード数 リンク数 ノード数 リンク数

大阪都構想 57 260 20 25

吉田屋炎上 26 102 10 10

イルカ追い込み漁 20 115 17 52

核拡散防止条約 18 126 5 3

オスプレイ問題 14 39 3 3

大相撲 10 31 9 8

硫酸タリウム事件 12 50 13 23

これらの話題ごとにサブネットワークが生成されてい

る．さらに，図 3のネットワークにのみ出現している

ノードがあり，それらのニュース記事はすべて「大阪

都構想」に関連している記事であった．TF-IDF法で

これらのニュース記事が出現しなかった理由として，

TF-IDF法は記事中においてわずかに異なる単語が出

現すると，これらの単語が特徴語として抽出されるた

め，他の重要単語を抽出することができず，結果とし

て他の多くの類似した記事と異なる記事であると判別

してしまうことが挙げられる．

以上より，ニュース記事を分類する手法において，

TF-IDF法より提案手法の方が有効である．
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「大阪都構想に対する市民投票」
「橋下市長の引退表明」
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図 3: 提案手法における「大阪都構想」についてのサ

ブネットワーク図 (ノード数 57，リンク数 260)

5 おわりに

本研究ではニュース記事から TF-IDF法と N-gram

法の組み合わせによって特徴語を生成し，Jaccard係

数によって類似度の算出を行った．この類似度からネッ

トワークを作成し，類似ニュース記事の可視化および

分類を行った．さらに，既存の手法であるTF-IDF法

との比較を行った．結果として，提案手法は TF-IDF

法よりも多くの類似した記事を分類することができた．

今後の課題として，三つのことが挙げられる．

一つ目は可視化の手法の検討についてである．本研

究ではリンク数のみを用いてネットワークを構成し，

ノード数の大きいものから表示している．ネットワー

クの構成をさらに理解しやすくするため，ネットワー

クごとの話題を解析し，その話題別にネットワークを

表示させることを目標とする．

二つ目は対象期間についてである．本実験では一週

間文のニュース記事を対象としたが，これを一か月間

などに増加させた場合に，ネットワークがどのように

変化するかの検証を行う予定である．

三つ目は比較対象についてである．本実験ではTF-

IDF法を比較対象としていた．このほかに文書分類の

手法であるトピックモデルの一つの LDAとの比較実

験も行う予定である．
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